
1 背景－本学での語学環境の流れ－

「今後、エンジニアにこそ、英語でのコミュニケー

ション力が必要となる」１）という三浦幸平初代学長の

ビジョンのもと、本学の語学環境整備は始まった。そ

の歴史は、1977年に遡る。初代学長の思いは山田和夫

第2代学長へと受け継がれ、1977年から数々の語学の

取り組みが研究され実現され始めた。まず、その年、

中部工業大学（当時）に外国語研修センターが設立さ

れ、LL教室２）2部屋（各54席）が20号館5階に設置さ

れた。愛知県下では南山大学、名古屋学院大学に次ぐ

取り組みであった。1984年、総合大学中部大学として

のスタートと共に、外国語研修センターは語学センター

と名称が変更され、文系学部の語学充実を目標に、

LL教室（64席）が20号館4階に増設された。1987年に

は、LL教室4部屋（各36席）が19号館2階へと移転さ

れた。

1994年、語学センター３）は東海大学との連携により、

国内の他大学に先がけて語学教育へのインターネット

活用を開始した。これを受けて1996年には、語学メディ

ア教室（41席）・語学メディアラボ（20席）が20号館4

階に設置されたと共に、19号館2階のLL教室4部屋の

機器も更新された。インターネットを活用した英語教

育としては、全学共通選択科目「情報英語」４）をはじ

めとしたタスクやプロジェクトベースの教授法が研究・

実践され、第3代飯吉厚夫学長も、語学メディア教室

での「英語を使う」授業内容に注目されていた。現在

では馴染み深くなった自律的学習、学習の個別化が、

本学の英語教育ではすでに1990年代末から展開されて

いたといえる。

一般社会のデジタル化に伴い、カセットテープを使

用していたLL装置もアナログからデジタル化、ある

いはCALL教室５）へと変化した。本学でも2001年度に

は機器のマイナー更新が行われたが、その更新を除き、

語学メディア教室・語学メディアラボとLL教室（19

号館2階）は、最後の環境整備から16年が経過してい

た。

機器部品の生産やメーカーのメンテナンス対応等も

終了し始めた流れの中、いよいよ教室規模での更新の

必要性に迫られていた2012年1月、後藤俊夫副学長

（当時）を長として「LL設備更新後の授業利用検討ワー

キンググループ（以下LL更新WG）」６）が組織された。

語学に関わる教師が、所属学科を超えて議論を展開で

きる場を設け、語学教室の設備更新と合わせて、全学

レベルで語学教育の質的向上について議論することが

目的だった。LL更新WGメンバーが、複数の設備・

教材会社からデモンストレーションを受けたり、管財
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要 旨

本学に英語オンライン教材ATRCALLBRIX（以下BRIX）が導入されて、10年が過ぎた。この間には、

新型コロナウイルスの襲来があり、予期せず教育形態も見直しを迫られた。コロナ禍の副産物としては、オ

ンライン会議やオンラインラーニング機会の増加、手軽に学習できるスマホアプリの競争化などが見受けら

れる。そのような状況の中で、大学が提供するオンライン学習機会は、どのようなものが適切なのであろう

か。著者は『中部大学教育研究 No.18』（2018）の「ATRCALLBRIXがもたらすもの－英語音声に対す

る抵抗感の軽減をめざした試み－」において、ロボット理工学科（現在のAIロボティクス学科）でのBRIX

を組み込んだブレンディドラーニング実践例（2014年度-2017年度）を報告した。本稿では、改めて2013年

度のBRIX導入の経緯からふりかえり、現在までの推移、今後の展望についてまとめておきたい。
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部の協力により教室内のレイアウト案をシミュレーショ

ンする簡易モデルルームで配置を確認したりというプ

ロセスを経て、語学環境改善が慎重に検討された。

LL更新WGでの議論の成果として、2013年4月、LL

教室1部屋（40席＋バリアフリー席1席）、多目的演習

室2部屋（最大42席）、CALL教室1部屋（46席＋バリ

アフリー席1席）がオープンした。後に必要となれば

LLやCALLへも改修ができるよう、2部屋が多目的演

習室という形でデザインされた。ペアやグループワー

クを重視した語学実習を実現しやすい場とするため、

そこにはフリーレイアウトが可能なテーブル・座席が

選ばれた。

こうした教室改修と共に導入されたe-Learning教

材の1つが、ATRCALLBRIX（以下、BRIX）であ

る。本学の全学的な語学教育にとっては、CALL教室

が設置されたことも、英語e-Learning教材が導入さ

れたことも、これが初めてのことであった。

2 ATRCALLBRIXの導入と活用推移

2．1 e-Learning教材選定の視点

LL更新WGにおいて語学教室ハード面の計画が先

行する中、e-Learning教材に特化した議論を深める

ため、2012年6月、「語学e-Learning活用プロジェク

トチーム（以下活用PT)」７）が組織された。活用PTで

は、次のような視点から6種類ほどのe-Learning教材

を候補にあげ、国内での導入例の把握やデモンストレー

ションを通して教材を選定した。

①幅広い英語力格差に対する適用性

②語彙学習に留まらないトレーニング内容や将来性

③教師主導型の授業での活用と学習者のみでも自主

学習教材として利用できる併用性

④学習履歴の可視化と教師との共有性

⑤インターフェースの操作性やサポート体制の充実

費用面での妥当性はもちろんのこと、授業のメイン

教材・副教材いずれにも活用できるだけでなく、多様

なレベルの学習者８）に自主学習教材としても提供する

ことができ、学部生から大学院生・教職員まで、本学

構成員全てが利用できること、さらには入学前教育で

の利用の可能性も含めBRIXが選定された。授業での

メイン教材・副教材としての活用だけでなく、希望者

が自由に自習教材としても活用できる点、そしてその

希望者には教職員も含まれるといった柔軟性が特に重

んじられた。

BRIXはWebベースの英語e-Learning教材である。

ATR９）は人の音声情報処理の精緻なしくみを明らか

にしようと、日本母語話者が英語を学習するときの聞

きとりや発音の学習メカニズムを、多角的に研究して

きた。言語習得のこうした基礎研究をもとに、音声関

連技術と独自の学習メソッドによって、英語学習支援

システム「ATR CALL（エィティアールコール）」

を開発した。BRIXは、このATR CALLのコンセプ

トを最大限にとりいれた e-Learningである。BRIX

には英語の「音」にフォーカスする段階的な学習をと

おして、「聞く」「話す」「読む」「書く」の4技能を鍛

える膨大なコンテンツが備えられている。また、その

学習管理システム(LMS)には、英語力分析機能、学習

解析機能、問題のアレンジによる新規コースの作成機

能なども備わっている。

2．2 コース選定の推移

BRIXのコースには、総合的なBasicSkillTraining

コース（以下ベーシックコース）と資格試験対策コー

スがある。本学での導入は、次のように推移している。

第1フェーズ：2013/06/01-2015/05/31

・ベーシックコース［中級C～D、上級A～B、Pre-

College1～4］

・TOEICテスト学習コース（ETS公式問題）

第2フェーズ： 2015/06/01-2019/05/31

・ベーシックコース［入門A～上級B］

・TOEICコース：スコアアップ達成講座2［実力判

定テスト、Level1（390点達成）・Level2（460

点達成）・Level4（600点達成）］

第3フェーズ：2019/06/01-2023/05/31

・ベーシックコース［入門A～上級B］

・TOEICコース：スコアアップ達成講座2［実力判

定テスト、Level1・Level2・Level4］

・新英検対策コース：テスト練習・試験対策コース

ならびに語彙コース［準1級・2級・準2級］

第4フェーズ：2023/04/01-2025/03/31

・ベーシックコース［入門A～中級C］

・TOEIC：テストトレーニング［TOEICL＆R実

力判定テスト、TOEICL＆Rトレーニング 中級

1～2］

・新英検対策コース：テスト練習・試験対策コース

ならびに語彙コース［準1級・2級・準2級］

・TOEFLコース：実践問題演習コース［TOEFL

ITPTEST実践問題・文法問題項目別コース・

文法問題実力養成コース］

導入するコースの変更は、本学の学習目的の変化や

予算的な問題により生じてきた。第1フェーズは、音

声面での抵抗感を軽減することが最重要視された。ベー

シックコースを入門から上級まで導入することで、リ

メディアル教育も含め幅広い英語力層に対応すること

がめざされた。また、職員にも推進されていたTOEIC

のスコアアップのニーズに応えるべく、TOEIC試験

対策も取り入れて導入が開始された。「中部大学春日
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丘高校との高大連携協定にもとづく授業（英語）」（以

下高大連携英語授業）での取り組み開始により、第3

フェーズでは英検対策コースが新たに加えられた。第

4フェーズでは、英語圏への留学のみならず国内大学

院入学の準備目的にも応じられるよう、ATRで新し

く開発されたTOEFL対策コースが取り入れられた。

2．3 活用の経過

前述のLL更新WGでは、BRIXの導入方法も議論さ

れた。その際、「授業での活用を推奨はするものの、

全学の英語科目での活用を強制はしないで導入をスター

トする」こととなった。授業・学習ニーズはそれぞれ

異なるため、「統一教材」的な利用の強制は、受講生

のみならず担当教師を苦しめる可能性があるというこ

とが理由であった。

導入以降、BRIX活用に関することは語学（教育）

センターが携わった。コロナ禍前までは、教師用の導

入手順講習が行われたり、自主学習者を対象にBRIX

を活用した自主学習方法を紹介する講座「BRIX

TIME」が随時開催されたりした。このような活動を

とおして、授業で活用する教師のサポート、自主学習

に挑む学習者のサポートが行われていたほか、研究室

単位のグループ学習、学科での研修もサポートされて

いた。保健看護学科の「看護海外セミナー」（2019）

の事前準備研修での活用はその一例である。

授業活用の一例として、著者が担当してきた授業を

例にあげてみる。2014年度から2024年度春学期までに

著者がBRIXを活用してきた講義数は合計363、受講

者は11,574人となっている。

その中で習得目標としてきたのは次のようなことで

ある。

①誰にでも伝わりやすい発声・発音方法

②日本語にない音の発音方法

③単語のアクセント習得

④プロソディ10）を含めた適切な発音の練習によるリ

スニング力向上

⑤スペリングの定着を含めた基礎語彙力の強化

2019年度から著者が担当した高大連携英語授業11）の

取り組みでは、BRIXの英検、TOEICコースを初めて

メイン教材として活用した。2022年度からの同科目は

「英語スキルⅠ,Ⅱ」が単位取得対象に変更されたため、

e-Learning教材（GrammarExplorer1,Cengage）

をメイン教材、BRIXを副教材として活用している。

2023年度からのTOEFLコースの導入開始後は、「留

学英語A,B（TOEFL）」のメイン教材としてBRIXを

活用している。TOEFLコースのみならず、英検や

TOEICといったBRIXコースの存在価値は、授業受講

者以外の自主学習者にも対応し得ることにある。

3 ATRCALLBRIXの特徴

3．1 教材の構造

BRIXの最大の特徴は、英語の音声にフォーカスし

ている学習メソッドである。

図１は、BRIXの構造を示している。全コースにベー

シックコースの要素が組み込まれており、それは試験

対策コースにおいても同様である。試験対策コースで

は、語彙や例文トレーニングに使われている語彙・文

法・構文などが、ターゲットとする試験の難易度に合

わせられている。他のe-Learning教材にも、実力判

定テストや演習形式は多くみられる。しかし、BRIX

はただ解答ストラテジーに慣れるということに留まら

ない。初心者から上級者までがそれぞれに必要な力を

強化でき、ボトムアップ式のトレーニングにも、トッ

プダウン式のレッスンにも応じられる仕組みとなって

いること、そして、いずれのコースにも発音自動評定

をとおした「自分の口で述べてみる」学習が数多く用

意されていることが、BRIXの最大の特徴である。

3．2 トレーニングの構成

BRIXでのトレーニングは、図２のように構成され

ている。図２にある［L］は音声を聴く学習、［V］は

単語スペリングや意味の学習、［P］は発音をする学

英語オンライン教材ATRCALLBRIXの特徴とその効果
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図１ ATRCALLBRIXの構造

図２ レッスンブロックの構成



習を示している。「発音の基礎」セクションは、単に

発音について学ぶものではない。そこには類似する音

韻の識別やシラブルの識別12）をするもの、アクセント

の位置を耳で確認したり発音したりして自動評定を受

けるものが数多くある。「語彙」セクションには、タ

イピング、単語訳の確認（英日・日英）、単語発音評

定などがある。

「例文」セクションにある「語句の並べ替え」（和文

英訳）では日本語を英語に置き換えるトレーニングを

重ねることができ、それをすることにより英語の語順

や文法・構文にも慣れていくことができるようになっ

ている。音声付きのものの場合は、リスニング力の向

上に役立てることができるし、音声を聞かずに瞬間和

文英訳にチャレンジし英作文のトレーニングにするこ

ともできる。

3．3 多様なレッスン内容

現在の英検コースには、旺文社のコンテンツが収録

されており、書籍でも人気の定番教材『出る順パス単』

（旺文社）もフルに組み込まれている。これも図２の

ような構成となっているので、語彙がどのような文脈

で使われるのかを、読み、聴き、発音するという多角

的なアプローチで学習を深めていくことができる。

図３は、「TOEIC（L&R）中級1」コースにある単

語発音レッスンの一例である。二者択一のヒントをも

とに日本語訳に対する語彙を発音し自動評定を受ける

ものである。このレッスンの場合は、評定基準の難易

度を自分で調整しておけるようになっている。難易度

を上げればあげるほど、その判定は極めて厳しくなる。

BRIXには音声をもとに空所補充をしていくタイプ

のレッスンや、例文を丸ごと一文タイピングする「ディ

クテーション」と呼ばれるレッスンも数多くある。総

合的な英語力向上をめざす中上級者が学習のしがいを

感じるレッスンである。

図４は、同コースにある空所補充リスニングの一例

である。空所補充は、音素を聴き取る力だけでは足り

ず、文脈理解、文法・語彙を総動員する力が必要であ

る。入力してみて正解チェックを一度した後は、正解

のヒントも表示されるので、黙々と最後まで悩み続け

なければならないということはないようになっている。

正解表示は、カンニング補助機能なのではない。自力

では文が完成できない場合にヒントをもとに考え直し、

聴き直しをしてリスニングを修正し、自分の弱点を克

服していけるようなメタ学習実践の機会が組み込まれ

た仕組みになっている。

図５は、「英検2級20日間対策コース」にあるリーディ

ング空所補充のテスト例である。この種類のレッスン

は、英検に限らずリーディング力を向上させたい場合

に広く活用することができる。いずれの場合も、正解

チェック後には語彙の説明・文の日本語訳、解答スト

ラテジーを確認できる。1つのe-Learning教材に、い

わば分厚い問題集と参考書とが組み込まれているわけ

なので、学習者は重い書籍を持ち運ぶこともなく、い

つでも、どこからでも、どれだけでもこうしたレッスン

を受け、解説も確認して学びを深めていくことができる。

レッスンの厚みについて、TOEFLITP実践問題コー

スを例にあげてみる。このコースには、ドリルセクショ

ンが3つ、テストセクションが3つある。そのドリルセ

クションは20ユニットで構成されているので、ドリル

だけでも実際には60ユニットに及ぶ。さらに、その各

ユニットは細かな10レッスンで構成されている。つま

り、これを合わせると、ドリルだけでも600程度のレッ
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図３ 単語発音レッスン例

図４ 空所補充リスニングレッスン例

図５ 空所補充リーディングテスト例



スンで構成されていることになる。これに加えて、テ

ストセクションには、6つのパートがあり、その中に

は18のテストブロックが存在するので、108のレッス

ンがあることになる。すなわち、総計すると、700に

及ぶレッスンがあるわけで、心の準備無くして一覧す

れば困惑してしまうのも当然である。このレッスンの厚

みとうまく向き合う方法については、詳しく後述する。

3．4 学習素材のリサイクル

BRIXのもう1つの特徴は、各セクションで扱われ

る単語や例文が、セクション内で何度も登場すること

である。1セクションで一度出会った単語は、例文の

中で使われ、語句の並べ替えやリピーティング、空所

補充のレッスンに繰り返し登場する。つまり、単語や

例文はアプローチを変えて何度も登場するようになっ

ている。学習素材のリサイクルにより、ボトムアップ

にしろトップダウンにしろ、自分に合った方法で教材

内を行き来するうちに、一定の単語とその使われ方を

身につけていくことができるようになっている。また、

音声面では、音素からシラブルへ、シラブルから単語

へ、単語から文へ、そしてアクセントからプロソディ

へと段階的に発話に必要な素地を形成できる構造となっ

ている。

3．5 発音評定の価値

図６は「英検2級出る順パス単（出る度A）熟語

Part1」例文発音レッスンの一例である。こうした

例文発音評定は、1つのレッスンブロックに10文前後

用意されている。その数や難易度はコースのレベルに

よって異なるが、語彙を単に暗記することに留まらず、

まず文中での使われ方の例を見ること、次に自らも発

音をしてみることで、文を読んで理解する力と、発音

する力の両面を鍛えていこうとするものとなっている。

学習者は、スコアに満足すれば次の例文へ進むことも

できるし、練習をもっと続けて納得がいくまで学習を

深めていくこともできる。

この「例文発音」では、英文スクリプト表示をオン

にしたり、オフにしておくこともできる（図６参照）。

表示をオフにすれば、リスニングに頼ることになるの

で、そのようにしてリスニング力を向上させようとす

ることもできる。著者の授業では、文字を見て例文を

読み上げるのではなく、スクリプト表示をオン・オフ

してみて耳を鍛えるトレーニング方法を推奨している。

コースによっては、英文スクリプトはなく、日本語訳

がヒント的に表示されるレッスンも用意されており、

極めて難易度が高いものになっている。

BRIXでは単語の発音でも例文の発音でも波形が表

示される（図６参照）。また、例文発音の場合は、評

定後に単語上に3色のマーカーも表示される。プロソ

ディは、当然、話者の意図により変化するものである

が、モデル音声はその一例を表している。学習者がプ

ロソディに着目して発音をしたり、モデルと自分のプ

ロソディパターンを比較したりすることができるよう

に、このマーカーが表示される。「レクチャー」や

「音声分析」には、関心がない場合には毎回確認しな

くても良いが、こうした詳細データの確認を好み、時

には教師の助言をこうしたデータで確信し、自己修正

のきっかけにする学習者も見受けられる。

波形の存在には、リスニングを伸ばす利点もある。

波形に注目させることでアクセントを習得できたり、

ポーズ（空白部分）に注目しながらモデル音声を聴く

ことで、WordGroup（単語のまとまり）やThought

Group（意味のまとまり）に気づいていくこともでき

る。発音評定を受けていくうちに、相手に伝わりやす

い明瞭な発音になっていくばかりか、リスニング力の

向上に与える影響が期待できる。

図７は、BRIXでの発音演習の流れを示すものであ
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図６ 発音評定の例

図７ ATRCALLBRIXでの発音演習の流れ



る。モデル音声で発せられる内容を理解すると同時に、

発声・発話上の特徴に気づき、自分も発音をしてみる。

満足がいくまで改善していこうとするプロセスをとお

して、聴くことにも発話することにも慣れていこうと

するアプローチである。「英語を話せるようになりた

い」という目標の裏には、「英語を聴けるようになら

なければならない」という課題が存在する。豊富な音

声インプットはもちろん必要であるが、インプットの

プロセスの中でも「発音する」というアウトプット学

習を少し加えてみると、英語を聴く力が徐々に変化し

ていくのである。2024年度春学期、英語学習に発音練

習を初めて取り入れた学習者が、学期末のふりかえり

に次のようなコメントを残していた。

「自分の能力にしたいのなら、何ごとも主体的に動

かなければならないと感じた。リピートする時、最初

は恥ずかしさが勝って大きな声で言えなかったが、そ

れでは時間を無駄にしてしまうので、大きな声ではっ

きりリピートしていきたい」（高大連携授業受講者）

例文リピーティングで注意すべきことが1点ある。

リピーティングを、例文暗記だと勘違いすることを防

ぐことである。リピーティングの目標は、例文暗記で

も、モデル音声の完全コピーでもない。暗記目標にし

てしまうと、聴くことに集中する力、情報を脳内で処

理する力はかすみ、反射的に英語を発音して終わる、

ということに陥りやすい。例文リピーティングの第1

の目的は、聴いて文脈をつかみ、使われている語彙・

文法に気づくことにある。つまり、語彙や文法の応用

に発話力向上の素地養成である発音が加わっているわ

けである。第2の目的は、聴いた内容を脳内に一旦リ

テイン（保持）しておく力をつけることである。リテ

インできる情報量が多くなるほど、リスニング力が向

上するばかりか、いずれリーディング力にも影響を与

えていくため、このトレーニングは幅広い英語力の向

上につながっている。

「留学英語（TOEFL）」における事例では、「すべき

ことは全てしてみたがスコアが上がらない」と学習プ

ラトー期（停滞期）に入ってしまった学習者がかつて

いた。問題集に取り組むのを一旦保留し、BRIXでの

例文リピートを取り入れさせたところ英語力の幅が広

がり、結果としてスコアが上昇し始めた。それまでの

学習のままでは気づかなかった自分の弱点に、例文リ

ピートをとおして気づくことができたという例であっ

た。

「留学英語（TOEFL）」2024年度春学期末に、次の

ようなコメントが記されていた。

「従来の勉強法に加えて、スペリングや発音の学習

もあるBRIXで学ぶことが良いと思った」（理系4年受

講者）

「今までで一番英語を勉強していると感じた。まだ

得意とは言えないが、こうして英語を伸ばしていける

可能性を感じている」（文系4年受講者）

時には苦しみしか感じられない試験対策学習の中に

も、学ぶことの楽しさや充実感、力をつけられる可能

性を実感した例である。

4 教材の受容力

4．1 自習教材としての役割

前述のLL更新WGでは「授業での活用のみならず、

自主学習者のニーズにも応えられるシステム」に注目

した。BRIXでは教師が学習者を登録して「クラス」

を構成することができるため、履修登録のリストには

拘束されない。そこで扱う教材も教師が選択すること

ができ、学習期間も設定しておくことができる。教師

は学習の進捗状況や成績などを把握することができ、

それを授業の成績評価に組み込むことが可能である。

一方、BRIXが活用されている授業を受講していない

場合でも、自主学習者として活用することができる。

自主学習者は、いずれのコースのフルコンテンツにも

アクセスできるが、だからといって全レッスンを並ん

でいる順に学習しなくてはならないわけではない。自

分のニーズに応じてコース、セクションを選び、自分

に適した自習教材を自由に用意し、学習したい順序、

濃度で学習を進めていくことが可能である。

4．2 クラス管理の自由度

教材の自由度は、授業で活用する場合にも重要であ

る。図８は教師用LMSの中の「クラス情報設定」メ

ニューである。ここでいう「クラス」とは、BRIXを

使用する対象グループのことで、一般にいう授業のこ

とではない。授業と「クラス」は1対1でなくとも良い

ので、1つの授業においてBRIX「クラス」を複数用

意することも自由にできる。教師はまず教師用管理画

面にある「メンバー管理」で学習者を登録し「クラス」

を構成する。この時、誰を「クラス」に登録するかは

教師に委ねられているため、特定の授業の構成メンバー

だけでなく、自主学習希望者を束ねて登録するという

ことも可能である。
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図８ 教師用設定メニュー



教師は次に図９が示している設定画面で「クラス」

の内容を設定する。「クラス」名称や学習期間の設定、

復習の要不要、成績・ランキングの公開・非公開、

「ワークシート」のダウンロード許可などを設定した

りすることができる。また「お知らせ」メッセージも

掲載することができる。学習者に毎年好評なのは、

「修了証書」の授与である。達成度や成績の基準や発

行のタイミングなども教師が決めておくことができる。

もう1つの特徴は、教師同士のコラボレーション機

能である。「管理補助者追加」機能を利用すると、複

数教員で1つのクラスを構成、管理していくことがで

きる。著者もこの方法で、数々の「クラス」を毎学期

共同管理している。教師と共同管理者は、「クラス」

の「学習実績・解析」情報も常に教師間で共有できる

ようになっている。たとえばBRIX利用初心者の教師

が「クラス」を開始しようとする時、BRIXのベテラ

ン教師が「管理補助者」として加わり寄り添うことも

できる。

4．3 教材の個性化

LL更新WGでは「問題の組み換えによる新規コー

スの作成機能」にも注目した。e-Learning教材の多

くは、コンテンツや学習順序が固定されていたり用意

されている通りにしか使用できないが、BRIXはそう

ではない。「オーサリング」機能により、コンテンツ

をトリミング（縮小化）するなど、教材の自由度が高

い。

BRIXの活用には次の2つの方法がある。まず1つ目

は、選んだコースをフルコンテンツのまま設定してお

き、学習範囲や順序を本人に決めさせる学習者主導型

の方法である。授業においても自習教材を自由に利用

させることは可能だが、自習教材の学習実績は、教師

からは見えない。そのため、教師が学習実績を把握す

る必要がある場合には、「クラス」を設置し、そこに

フルコンテンツを選定しておくと良いわけである。

2つ目の方法は、教師主導型のアレンジである。各コー

スの中身をトリミングして縮小版としてオリジナルコー

スを作成したり、「オーサリング」機能を用いて学習

順序を固定しておく方法である。

5 活用例

5．1 教材の適用化

BRIXにある細分化されたレッスンブロックを全て

学習すれば、さぞ英語力がつくであろうことが期待で

きるが、実際にはそうもいかない。本気で全てを網羅

するのには、相当な意志と学習習慣を要するからであ

る。たとえば英検コースの「出る順パス単」という教

材を見てみる。準2～2級であれば、書籍版は300ペー

ジ未満、準1級であれば400ページあまりの人気教材で

ある。BRIXにはページ数という概念はないが、1つ

ずつの小さなレッスンブロックを数えると1,000あま

りに至る。そこで、少しずつからでも学習を始められ

るよう設けられているのが「トリミング」機能である。

図10は「英検2級20日間対策」の中の1セクションを

教師用管理画面から見た「1日目」だけのレッスンリ

スト例である。このコースの場合、フルコンテンツは

「1日目」は14のレッスンから構成されている。20日間

であれば、280のレッスンがあることになる。教師が

この中から必要なもののみを残して軽量化できるのが

「トリミング」機能である。単語のみ、例文のみ、実

践問題のみというように、一部だけに絞り込んで他を

削除し、スリム化を施すことができる。ただしトリミ

ングは、図10にあるようなコンテンツリストから、ど

れを削除するかという範囲のことを意味し、レッスン

ブロックの順序や、各レッスン内の語彙表現や例文等
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図９ 教師用クラス設定画面

図10 レッスンリスト例（フルコンテンツ）



を変更することはできない。

教師はこうして授業や学習目的に適するようにオリ

ジナルのスリムな教材を用意していくことができるが、

BRIXの機能はそればかりではない。BRIXでは一人

の教師が行ったトリミング後のコースを、他の教師と

共有することができる。たとえば代表者が作成した１

つのスリムコース共通科目を、同科目を担当する複数

の教員間で活用することができる。

著者が、2024年春学期に担当した7つの授業実践例

では、1学期間で設置した「クラス」数は41に至って

いた。すなわち、1つの授業に対してオリジナルスリ

ムコースを6程度ずつ用意し、段階的に公開していた

ことになる。2019年度からの4年半を見てみると、600

あまりの「クラス」が作成されていた。2019年以降は

コーストリミング機能を積極的に活用したため「クラ

ス」数が増えている。

トリミングの目的と濃度は、多種多様である。著者

の場合は、足場かけを目的としたコースを予め作成し

てあるほか、対面授業における学習やタスクパフォー

マンスをもとに、コース作りや公開のタイミング判断

をしている。対面授業でのタスクを通して習熟度を観

察しながら、強化が必要な点が見つかればそれに合わ

せてオリジナルコースを作成するという具合である。

e-Learning教材は、メイン教材としても、補習的

な教材として活用することも、そして統合型授業にも

活用することができる。図11は、著者の授業での統合

型活用例を示している。AIロボティクス学科1年生

「英語スキル」では、BRIXや他のe-Learning教材

（NationalGeographicSpark教材、Cengage）など

を共存させ、対面授業でのインプット・アウトプット

タスクと合わせて1つの授業を構築している。対面授

業の内容とBRIXでの自己調整学習が互いに影響をし

合っている形であり、発音だけ重点的にしていたり、

各教材や学習が点在したりするものではない。これは、

スパイラル（螺旋状）のブレンディッドラーニングの

コンセプトに基づいている（小栗ほか,2018）。イン

プットから定着までには「使ってみる」実習・実践の

プロセスが不可欠で、さらにその流れは常に循環を続

ける必要があるという考えである13）。1つずつの学び

に関連性を持たせ、インプット、学習・トレーニング、

アウトプットをスパイラルに循環させていき、定着さ

せていこうとすることである。その根底にある目標は、

自己調整学習を通した自律的学習者の育成で、授業を

受講し終えた後でも、ここでの学習体験を生かして、

自分に必要な学習を持続していける力を形成させよう

とするものである。この自己調整学習の中の大きな存

在が、BRIXである。

5．2 教師用補助ツール

図12は、教師用の「フラッシュカード」14）作成機能

を示している。これは、選んだコースの中から単語や

文を集めフラッシュカードのセットを作成するという

機能である。フラッシュカードを表示する際には、文

字表示と音声のどちらを先にするかなどが設定できる。

対面授業で発音のウォームアップに利用したり、時に

は小テストに利用したりすることも可能である。

5．3 学習者のLMS

学習を進めていく中では、学習者は時に苦手なこと

や難題にもちろん直面する。学習者のLMSには、そ

れをサポートする機能がある。1つ目は「MyBRIX」

登録機能、2つ目は「ふりかえり」記録の機能である。

教師が復習を制限していない限り、BRIXでは学習者

はどれだけでも復習をすることができるが、その場合

は、全体を最初から最後まで復習することになる。

「復習しなければ」と選んだレッスンブロックを「My

BRIX」へ登録しておくと、復習したい語彙や文章に

直行することができ、効率的に弱点強化できる。100

項目まで登録できる「MyBRIX」項目を、学習者は

自己管理し、登録したり削除したりしながら、効率的

に復習をすることができる。
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図11 授業におけるBRIX活用例

図12 補助ツール「フラッシュカード」



自動評価が含まれるe-Learning教材では、著者は

「最初からオール満点を目指さない」ことを推奨して

いる。先に進んでふりかえり、強化が必要なことには

時間や日数を置いて戻る方が学習がはかどり、長期メ

モリへの記憶も期待できるためである。

BRIXの学習者ページには、学習結果から学習者の

英語力を解析した結果を表す「今の英語力」の表示機

能がある（図13）。このようなデータ表示があると、

学習者は自分の英語習得の目標も描きやすくなるし、

学習を計画する時に参考にしていくこともできる。

図14は学習者が実際に記録した「ふりかえり」画面

を示している。この機能を利用するためには、教師が

「ふりかえり記入」を選択しておく必要がある。また

どのタイミングで何を記入するかなどは授業でのルー

ルをあらかじめ指示しておくと良い。

記録した「ふりかえり」は学習者が書いたり編集し

たり削除したりと自己管理するものである。教師側

LMSには「ふりかえりの表示」機能があり、記入さ

れたふりかえりを一覧することが容易にできる。こう

したふりかえりは自己調整学習管理の重要な要素で、

メタ認知能力を向上させていくのに役立つものである。

「課題をやって終わり」ではなく、自分の学習をふり

かえり、次の学習へ反映させようとする力が高まるこ

とも、学習者が生涯生かせる力になるであろう。もち

ろんここに記入しようとしない学習者もいる。その場

合でも自己の中ではメタ認知が生じているであろうと

考えられるし、こうした記入自体を強制してもメタ認

知が進まない実例も少なくない。それぞれに適性があ

る。学習者の「ふりかえり」を読むことは、教師にとっ

ても有益である。学習者の英語力向上とメタ認知能力

を把握するのにも役立ち、記入されていることをもと

に、個別・全体指導に反映していくきっかけにもでき

る。

6 音声面強化の必要性

本学への入学者が体験してくる英語教育の中では、

英語音声が存在していなかったり、あったとしてもカ

タカナに変換されて記憶されていることが少なくない。

あるいは、音声を聴く経験はあったとしても、自分の

口から英語を発したことはない、というケースもいま

だに少なくない。2024年度春学期末、英語の音声学習

に関する調査15）を行った。（回答数177人）その結果は

次のとおりであった。「発音やアクセントの指導を受

けたことがない」という学習者は半数を占め、プロソ

ディに関しては8割以上が全く指導を受けたことがな

いと答えていた。

発音のトレーニングを取り入れていくと、「英語ネ

イティブに近づけたい」「ペラペラになりたい」と考

えてしまう学習者が多いことにも教師は気づくことが

ある。英語の正しい音＝英語ネイティブの音、という

固定概念がこの誤解を生じさせるのだが、これからの

世界で「英語話者」として英語を使っていこうとする

のに必要な発音指導は、「アメリカ英語」「イギリス英

語」などに偏ったターゲットに近づくことはない。

まず「英語ネイティブ」「本物（や生）の英語」と

は誰なのか、彼らが想定する英語でのコミュニケーショ

ンの相手は誰なのか、ということを教師は考えなけれ

ばならない。「英語でコミュニケーションしたい」と

願う学習者の多くがコミュニケーションする相手は、

もはや英語を母語とする人々だけではなく、そこには

機械音声すら含まれるのが現状である。どのような英

語使用者にも（機械にも）最低限伝わるように発話す

ることを長期的な目標として発音トレーニングを行う

ことで、これからの日本で、そして世界で通用する英

語を培っておくことが求められている。

先の調査では「英語の発音・アクセント・プロソディ

の学習を加えることは、英語を使えるようになる自信

につながるか」という質問に対して、171人（96%）

が肯定的に回答していた。発音・アクセント・プロソ

ディの学習を総合的な英語力の向上のきっかけに、と

教師は願っている。しかし、これをすることで「さら

に英語が嫌いになってしまわないか」という心配も、

実は教師はしているが、この調査の結果は、今後の指
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図13「今の英語力」を示す画面例

図14 「ふりかえり」記録の画面例



導を勇気づけるものとなっていた。

7 展望－これからの授業と教師の役割－

「英語を学ぶ」「英語を使う」機会は、今や世の中に

いくらでもある。容易に利用できるスマホアプリも数

多くあるし、英語での発信をネット上で視聴したり読

んだりすることも日常的に可能なことである。英語で

コミュニケーションする場や機会も、リアルな社会に

もバーチャルな世界にも数多く存在する。しかし、利

便性と効果は正比例しない。BRIXのようなキャンパ

スライセンス規模の教材と、個人が無料またはサブス

クリプションして購入できるアプリとは、その質に雲

泥の差がある。

学校教育でも早くから英語に接するようになってお

り、ディベートやプレゼンテーションなどのタスクを

通じて「英語を使う」ことが要される場面も増えてい

るはずである。それでもなお、英語教師としては、英

語運用能力が着実に向上している印象を持ててないの

はなぜだろうか。すでに何十年も同じ議論をしている

気もするが、果たして大学での英語教育は「使える英

語力」を伸ばすのに役立つことはできるのであろうか。

e-Learningかどうかを問わず、どのようなツール

や教材を用いるにせよ、さまざまな学習者が相手だと

いうことを、教師は忘れてはいけない。いつでも、ど

こからでも、いくらでも積極的に学習できる自由度を

好む学習者もいれば、自由すぎると安心感を得られな

い学習者もいる。1つの学習を主体的に「している」

と感じる学習もいれば、受動的に「させられている」

と感じる学習者もいる。全員が同じ方向をめざし、み

んなが一緒に同じ気持ちで、同じだけのことをしてい

く指導ができるのなら、管理者役の教師は楽である。

しかし、もはや「みんな同じではないから困る」とい

うようなことを言っている時代は終わった。今後も、

多様さが広がることはあれど、統一に近づくことはな

いであろう。

「目の前の学習者に合ったe-Learningを開発すれば

良い」という意見が聞かれる。まず、学習者は入れ替

わるので、学習者像を推定するには幅が広すぎる。と

すれば、一定基準の限定的な教材にならざるをえない。

また、開発に終わらず、その後の更新やサポートといっ

た要素も念頭におかなくてはならないため、相当高額

な教材制作費と人材が必要となることを考えれば、そ

の時間と費用を教材選定・導入に回した方がコストパ

フォーマンスが良いのではと考えることができる。

「e-Learningがあれば対面授業も教師も要らない」

という意見も聞かれる。しかし、現実はむしろその逆

ではないだろうか。「これさえあれば」という、誰に

でも効果的なe-Learning教材はまだ存在しないから

である。e-Learningの弱点を補えるのは、対面授業

であり教師なのである。対面授業の価値は、様々な個

が集まってこそ創り出される協同学習環境に身を置け

ることである。そこには個別学習にはないエネルギー

が生まれ、相乗効果も、時にはその逆も現れるであろ

う。e-Learningには、こうした刺激は与えられない。

自動採点にしろ自動評価にしろ、e-LearningやAI

（人工知能）が得意とすることはそちらに任せられて

も、そこに不足する部分を補うという役割が教師には

ある。対面授業でしか叶わないこと、教師がそこに存

在していてこそ叶えられることが何であるかを悩むこ

とも、生身の教師だからこそできることである。

対面授業に残る価値があるとすれば、人と人が生み

出すダイナミズムを感じられることではないだろうか。

逆を言えば、何も感じられない授業は要らなくなるの

かもしれないし、AIの方がましだと思われるような

教師も要らなくなるのかもしれない。データには表れ

ないような、学習者の様子や潜在力に気づくことには、

教師の力量が問われる。これからの教師には、そのよ

うな視点と能力が一層求められるようになるのではな

いだろうか。あっという間に現実になってしまうかも

しれないが、AIが教師力に追いつく、あるいは現代

の教師を遥かに越える時が来るとしよう。「最先端」

を追っていてはもう遅れているのである。それでもな

お価値がある教師とはどのような存在なのかを含め、

英語に限らず教育の本質を忘れることなく、先端の先、

未踏の可能性を考え議論していくことが、すでに私た

ちには求められているのではないだろうか。

本学の半世紀あまりの語学教育の変遷の中で、語学

センターは語学設備の整備からサポート、成果の発信・

共有を担う存在であった。BRIXに関しても、導入開

始から語学センターが管理・運用を行ってきた。しか

し、組織再編により、現在、語学（教育）センターは

存在せず、2019年度から本年度までは、国際センター

がBRIXの担当を引き継いでいた。2025年度からは、

人間力創成教育院語学教育プログラムが管理・運用を

担っていくことになっている。また、財政面での見直

しや停電時のサーバ停止・復旧などの問題も解決すべ

く、2025年度からはクラウドサーバへ移行が予定され

ている。

どのような管理・運用体制になろうとも、本稿で述

べたBRIXの特徴には変わりはない。また、必要とす

る学習者に届くe-Learning教材としてBRIXが活用さ

れていく可能性にも変わりはない。授業や自主学習で

BRIXが一層活用されやすくなっていき、一人でも多

くの英語学習者が少しでも幸せになれるようになるこ

とを、教師として見守りたい。
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注

１）筆者（小栗）が1989年に非常勤講師として着任以

来、当時の語学センター長をはじめ、多くの関係者

の皆様から伺っていた内容である。

２）LanguageLaboratoryの略で、教育機器を利用

し、集中管理できる語学演習室を意味する。

３）語学センターは2017年度より「語学教育センター」

と改称されていたが、「語学センター」が携わって

いた時期のことに関しては、本稿では「語学センター」

と称する。

４）「情報英語」は1998年、JACET（大学英語教育学

会）賞実践賞を受賞している。（尾関修治、塩澤正、

今村洋美、小栗成子、青木由香里共著）

５）ComputerAssistedLanguageLearningの略で、

コンピュータを用い、集中管理できる語学学習を支

援するシステムを持ち、集中管理をすることができ

る語学演習室を意味する。

６）後藤俊夫副学長を委員長とし、メンバーは全学英

語教育科主任・主任補佐、共通教育科外国語教育担

当主任、国際文化学科主任、英語英米文化学科主任・

主任補佐、大学事務局長、管財部長、教務課長、語

学センター長・副センター長、語学センター教育技

術員であった。

７）メンバーは、後藤俊夫副学長はじめ、語学センター

長・副センター長、語学センター教育技術員、全学

英語教育科主任のほか、e-Learning教材またはICT

活用に関心が高い英語担当者であった。

８）e-Learning教材を活用できるのは、本学学生・院

生のみに限らず、教職員や、高大連携授業を受講す

る高校生と幅が広いので、本稿では「学習者」と呼

ぶ。

９）ATRとは、AdvancedTelecommunicationsResearch

InstituteInternationalの略で、国際電気通信基礎技

術研究所の名称である。電気通信分野における基礎

的・独創的研究の一大拠点として、産学官の幅広い

支援を得て1986年に設立。近年は、脳情報科学や知

能ロボット研究、音声翻訳アプリや英語学習支援シ

ステムなどの事業を展開している。2008年に設立さ

れたATR LearningTechnologyCorporationが

ATRCALLBRIXの開発に携わっている。

10）発音、アクセント以外の音声的要素を全てプロソ

ディ（韻律）という。これには抑揚ハイライト、リ

ズム、トーン、スピード、ポーズなどが含まれる。

11）本学「資格英語A,B」の単位取得を対象とした

科目で、資格英語Aは英検、資格英語BはTOEICを

扱った。（2019年度～2021年度）

12）シラブル（音節）の識別練習を扱っているのは、

BasicSkillTrainingコースのみである。

13）詳細は、中部大学教育研究（2017,2019,2020,

2021,2022）にて報告している。

14）「単語（絵あり）」のカードは、小学校コースにの

みあるため、本学では「単語（絵あり）」のカード

は使用できない。

15）1年生対象の「英語スキル」を受講したAIロボティ

クス学科1年生と、高大連携授業体制により開講し

ている「英語スキル」を受講した中部大学春日丘高

校3年生を対象とした初学期の学期末ふりかえり調

査である。
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Abstract

TenyearshavepassedsinceATRCALLBRIX（hereafterBRIX）,anonline

Englishlearningmaterial,wasintroducedtothisuniversity.Duringthat

time,Covid-19struckandeducationalpracticeshadtobequicklyrevised.

By-products of the Covid-19 pandemic include an increase in online

conferences and online-Learning opportunities, as well as increased

competition for easy-to-use-Learning applications for smartphone users.

Under these circumstances, what are the appropriate online-Learning

opportunitiesofferedbytheuniversity?In“TheEffectsofATRCALLBRIX

Implementation:AnattempttoreduceEnglishpronunciationanxiety”from

the JournalofChubu University Education No.18（2018）,the authors

reported on blended learning practicesincorporating BRIX usagein the

DepartmentofRoboticsScienceandEngineering（nowtheDepartmentofAI

Robotics）.Inthispaper,wereviewthehistoryofBrixsinceitsintroduction

totheuniversityin2013,andsummarizethetransitionofitsusetothe

present.Inaddition,thefutureprospectsofBRIX asatoolforEnglish

instructionarediscussed.
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